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令
和
二
年
の
合
同
賀
詞
交
歓

会
は
、
正
札
シ
ー
ル
組
合
の
担

当
で
午
後
五
時
よ
り
、
台
東
区

上
野
公
園
の
「
上
野
精
養
軒
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
両
協
組

の
組
合
員
・
会
友
、
協
賛
会
、

ご
来
賓
、
報
道
関
係
者
な
ど
一

八
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 

 

初

め

に

司

会

の

小

林

淳

史

副
理
事
長(

大
泉
シ
ー
ル
印
刷

所)

が
ご
来
賓
の
紹
介
を
行
い

担
当
協
組
の
田
中
裕
理
事
長
が

挨
拶
に
立
ち
ま
し
た
。 

田
中
理
事
長
は
「
ラ
ベ
ル
業

界
も
景
気
は
芳
し
く
な
く
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
以
後
も
国
内
景
気
は
後
退
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界 

 

情
勢
か
ら
今
年
は
サ
バ
イ
バ
ル

レ
ー
ス
が
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。 

本
気
に
な
っ
て
経
営
の
勉
強
を

し
て
死
に
物
狂
い
で
ぶ
つ
か
っ

て
い
け
ば
苦
難
が
待
っ
て
い
る

だ
ろ
う
が
、
そ
う
い
う
時
こ
そ

組
合
を
頼
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

み
ん
な
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
も
ら

っ
た
り
協
力
し
あ
っ
た
り
す
る

な
ど
、
現
状
を
打
破
す
る
た
め

に
組
合
を
フ
ル
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
語
り
ま
し
た
。 

 

こ

の

後

ご

来

賓

の

挨

拶

に

移
り
、
東
京
都
中
小
企
業
団
体

中

央

会

の

橋

北

総

務

課

長

が

「
国
や
東
京
都
で
は
、
中
小
企

業
を
応
援
す
る
た
め
の
様
々
な

施
策
や
補
助
金
助
成
金
、
助
成

金
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
モ

ノ
づ
く
り
補
助
金
も
今
年
度
、

来
年
度
も
多
く
の
企
業
が
申
請

し
て
お
り
ま
す
。
先
月
の
組
合

ま
つ
り
に
は
、
一
万
人
を
超
え

る
方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
会
と
し
て
も
今
後
さ
ら
に

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

 
続
い
て
協
賛
会
会
長
の
西
尾

弘
之
リ
ン
テ
ッ
ク
代
表
取
締
役

が
「
昨
年
は
台
風
や
大
雨
の
影

響
で
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た

が
、
国
際
的
に
も
不
安
定
な
年

で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
が
期

待
で
き
、
そ
れ
以
降
は

G
D

P

が
上
向
い
て
く
る
と
い
う
見
方

も
あ
り
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
お

り
、
環
境
対
応
製
品
な
ど
の
ニ

ー
ズ
を
と
ら
え
て
、
新
た
な
価

値
創
造
に
つ
な
が
る
よ
う
に
組

合
員
の
皆
様
と
相
互
に
協
力
し
、

市
場
開
拓
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。 

 

乾
杯
の
音
頭
で
は
、
北
島
理

事
長
が
指
名
さ
れ
、
壇
上
に
田

中
理
事
長
と
平
山
副
理
事
長
も

上
が
り
、
北
島
理
事
長
は
組
合

の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
発
表

し
、「
二
月
二
十
九
日
に
三
協
組

合
同
の
『
ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機

材
展
』
の
開
催
を
は
じ
め
、
今

後
三
協
組
の
連
携
を
深
め
て
い

き
た
い
と
」
と
語
り
、
平
山
理

事
長
が
音
頭
を
取
り
全
員
で
乾

杯
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
和
や
か
な
歓
談
に
移

り
、
途
中
で
正
札
シ
ー
ル
組
合

の
宍

戸

伊
助

技

術

委

員

長

が

「
正
札
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
開
催
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

し
、
午
後
七
時
前
に
中
締
め
と

な
り
ま
し
た
。 

URL  http://www.label-tokyo.com/               E メール label@ka2.so-net.ne.jp 

 組合の楽しい便り 投稿歓迎します                                                                                      

     

    令和 2 年 2 月号  

東京都ラベル印刷協同組合       編集 :広報・情報システム委員会  

〠111-0051 東京都台東区蔵前 4-16-4              TEL(3866)4561  FAX(5821)6443 

  

                                                      

NO417

よ 9 う

ううふ

2 ぬ 1

ぬゆ 8

ゆえ 5

う うう

うう 2 

令和 2 年新年合同賀詞交歓会  

 令和初の新年会に 180 名が参加 

話題はオリンピック以降の景気に 

合同賀詞交歓会での北島、田中理事長と平山副理事長  

http://www.label-tokyo.com/
mailto:label@ka2.so-net.ne.jp


 

ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機
材
展 

  
二
月
二
十
九
日(

土) 

 
 
 
 

東
商
セ
ン
タ
ー
３
階 

 

ミ
ニ
機
材
展
出
展
社
名
と
主

な
展
示
内
容(

一
月
二
十
七
日

現
在)

 

■
武
藤
工
業 

Ｖ
Ｊ
―
６
２
８

Ｍ
Ｐ(

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ

ン
タ
ー)

 

■
東
洋
紡 

パ
ネ
ル 

ラ
ベ
ル

サ
ン
プ
ル 

■
岩
崎
鉄
工 

Ｔ
Ｖ
モ
ニ
タ
ー

使
用
で
印
刷
機
紹
介
動
画 

■
村
田
金
箔 

ス
ペ
シ
ャ
ル
メ

タ
リ
ッ
ク
カ
ラ
ー
箔 

■
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
―
Ｕ
Ｖ

照
射
器 

動
画
用
モ
ニ
タ
ー 

■
三
條
機
械 

印
刷
機
動
画
の

ビ
デ
オ
展
示 

印
刷
サ
ン
プ
ル 

■
ク
ロ
ス
リ
ン
ク
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク 

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ａ
ｎ
ｄ
ｙ 

フ

レ
キ
ソ
印
刷
機
パ
ネ
ル 

カ
タ

ロ
グ 

後
加
工
機 

■
塚
谷
刃
物 

ピ
ナ
ク
ル
ダ
イ 

新
商
品 

■
創
風
シ
ス
テ
ム 

シ
ー
ル
印

刷
用
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム 

見

積
支
援
シ
ス
テ
ム 

■
ジ
ェ
イ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ 

 

各
社
中
古
印
刷
機
の
買
取
ビ

ジ
ネ
ス
案
内 

■
光
文
堂 

Ｖ-

カ
ラ
ー
シ
ス

テ
ム(

特
色
対
応
シ
ス
テ
ム)

 

■
マ
ル
ウ
接
着 

新
製
品
の
案

内 

タ
ッ
ク
紙 

■
エ
プ
ソ
ン
販
売 

特
色
色
合

わ
せ
ツ
ー
ル 

■
久
保
井
イ
ン
キ 

各
種
イ
ン

キ
、
特
殊
イ
ン
キ 

■
フ
ナ
ミ
ズ
刃
型 

エ
コ
マ
グ
、

Ｆ
Ｒ
亜
鉛
版
他 

■
丸
伸
製
作
所 

ス
リ
ッ
タ
ー

付
き
刃
型
他 

■
サ
ン
ワ
コ
ー
ケ
ン 

カ
ッ
タ

ーM
k
s
2
0
0
s
r
 

■
丸
昌
化
学
工
業 

オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
展
示 

■
ソ
ル
テ
ッ
ク
工
業 
卓
上
Ｐ

Ｔ
カ
ッ
タ
ー 

■
新
タ
ッ
ク
化
成 

ラ
ベ
ル
素

材
の
展
示 

■
沖
デ
ー
タ 

ラ
ベ
ル
プ
リ
ン

タ
ーp

r
o
1
0
5
0
 

■
サ
ン
ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス 

バ
ー

コ
ー
ド
に
よ
る
進
捗
管
理 

■

設

楽

印

刷

機

材 

カ

ラ

ー

L
E
D

プ
リ
ン
タ
ー
他 

■
リ
ン
テ
ッ
ク 

ハ
ー
フ
蒸
着

ラ
ベ
ル
素
材 

環
境
配
慮
製
品

群 ■
ロ
ー
ラ
ン
ド 

デ
ィ
ー
．
ジ

ー
．
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン

タ
ー 

■
源
祐 

動
画
に
よ
る
紹
介 

 
D
r
u
p
a
2
0
2
0
 

 

視
察
団
を
募
集
中 

 
 
 

ラ
ベ
ル
新
聞
社
主
催 

 

ラ
ベ
ル
新
聞
社
は
「
ｄ
ｒ
ｕ

ｐ
ａ
２
０
２
０
視
察
ツ
ア
ー
」

を
、
二
〇
二
〇
年
六
月
二
〇
日

（
土
）
か
ら
二
六
日
（
金
）
の

五
泊
七
日
の
日
程
で
企
画
し
、

現
在
参
加
者
を
募
集
中
で
す
。 

旅
行
企
画
・
実
施
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
。 

 

ｄ
ｒ
ｕ
ｐ
ａ
は
、
四
年
に
一

度
開
催
さ
れ
る
世
界
最
大
の
国

際
印
刷
総
合
機
材
展
で
す
。
今

回
で
十
七
回
目
を
迎
え
ま
す
が
、 

今
回
も
世
界
中
の
印
刷
機
メ
ー

カ
ー
の
出
店
が
予
想
さ
れ
、
最

新
鋭
の
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

ｄ
ｒ
ｕ
ｐ
ａ
視
察
は
充
実
の

３
日
間
。
期
間
中
、
ラ
ベ
ル
新

聞
社
独
自
の
場
内
ツ
ア
ー
を
実

施
（
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ
ド
に
よ
る

日
英
随
時
通
訳
） 

宿
泊
ホ
テ
ル
は
、
歴
史
の
街
・

ケ
ル
ン
４
つ
星
ホ
テ
ル
。
ケ
ル

ン
で
は
懇
親
会
を
兼
ね
た
夕
食

会
を
実
施 

・
ケ
ル
ン
・
ホ
テ
ル⇄

ｄ
ｒ
ｕ
ｐ

ａ
の
移
動
は
、
す
べ
て
「
専
用

バ
ス
」
を
ご
用
意 

・
企
業
視
察
は
、
世
界
有
数
の

港
町
で
世
界
遺
産
、
話
題
の
カ

フ
ェ
も
多
数
の
「
ド
イ
ツ
・
ハ

ン
ブ
ル
グ
」
へ
移
動
。 

・
デ
ジ
タ
ル
＆
フ
レ
キ
ソ
の
欧

州
で
も
著
名
な
ラ
ベ
ル
印
刷
会

社
「A

L
L

 
4

 
L

a
b

e
l

」
を
訪
問

（
企
業
は
変
更
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
） 

・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ⇄

ハ
ン
ブ

ル
グ
は
、
航
空
機
利
用
で
移
動

時
間
を
短
縮 

・
移
動
に
便
利
な
羽
田
発
着
便

利
用 

・
迅
速
か
つ
充
実
の
事
前
・
事

後
レ
ポ
ー
ト 

 

募
集
要
項
は
次
の
通
り
。 

■
旅
行
期
間 

六
月
二
〇
日

（

土

）

か

ら

六

月

二

十

六

日

(

金)
 

五
泊
七
日 

 

■
訪
問
都
市 

ド
イ
ツ
、
ケ

ル
ン
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、

ハ
ン
ブ
ル
グ 

■
旅
行
代
金 

四
十
九
万
八

千
円(

ツ
イ
ン
２
名
１
室
利
用

時)
 ■

募
集
人
員 

三
十
名(

最
小

催
行
人
員 

二
十
名)

 

 

■
募
集
締
め
切
り 

四
月
十

七
日(

金)
 

 

■
問
合
せ
・
申
し
込
み
先 

ラ

ベ
ル
新
聞
社 

 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
l
a
b
e
l
s
h
i
m
b
u
n

.
c
o
m
/
n
e
w
s
/
1
9
1
9
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昨

年

度

は

全

国

で

九

万

九

千
件
の
企
業
に
対
し
て
税
務
調

査
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
内
の
七

十
五
％
の
企
業
に
申
告
漏
れ
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

特
に
問
題
に
な
る
の
は
、「
交

際
費
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

資
本
金
一
億
円
以
下
の
企
業
に

つ
い
て
は
、
年
間
八
百
万
円
ま

で
の
交
際
費
は
損
金
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
資
本
金

一
億
円
を
超
え
て
い
る
企
業
は
、

「
接
待
飲
食
費
」
の
五
〇
％
に

限
り
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
、
税
務
調
査
の
際

に
は
、
実
質
的
に
交
際
費
等
に

つ
い
て
該
当
す
る
も
の
が
な
い

か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
そ
う
で
す
。 

 

特
に
難
し
い
の
は
、
一
般
常

識
で
考
え
る
「
交
際
費
」
と
、

法
人
税
法
で
考
え
る
「
交
際
費
」

に
は
、
若
干
違
い
が
あ
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。 

 

と
い
う
の
は
常
識
的
に
考
え

る
範
囲
よ
り
、
税
法
が
考
え
る

範
囲
の
方
が
ず
っ
と
広
い
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。
こ
れ
は
意

外
な
こ
と
で
す
。 

 

、
な
ん
で
も
か
ん
で
も 

    

交
際
費
の
支
出
を
抑
え
れ
ば
い

い
の
で
は
な
く
、
企
業
の
活
動

や
成
長
に
と
っ
て
必
要
な
交
際

費
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。 

 

税
法
の
考
え
方
を
よ
く
理
解

し
、
税
務
調
査
で
も
指
摘
を
受

け
な
い
よ
う
に
適
正
に
会
計
処

理
し
て
、
交
際
費
を
有
効
に
支

出
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

 

法
人
税
法
で
は
「
交
際
費
と

は
、
会
社
が
事
業
に
関
係
あ
る

者(

仕
入
れ
先
、
得
意
先
、
株
主
、

社
員
な
ど)

に
対
し
て
接
待
、
供

応
、
慰
安
、
贈
答
等
の
た
め
に

支
出
す
る
費
用
で
あ
る
」
と
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

つ
ま
り
事
業
に
関
連
し
て
人

を
も
て
な
し
た
り
、
お
酒
を
ふ

る
ま
っ
た
り
、
慰
労
し
た
り
、

金
銭
や
物
品
を
送
っ
た
り
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。 

 

そ
れ
で
は
な
ぜ
取
引
先
な
ど

を
接
待
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
取
引
先
な
ど
と
親
睦
を

深
め
て
、
取
引
関
係
を
よ
り
円

滑
に
進
め
る
た
め
で
す
。 

 

で
す
か
ら
そ
の
支
出
の
目
的

に
よ
っ
て
交
際
費
に
な
る
も
の

と
、 

   

と
、
福
利
厚
生
費
、
会
議
費
、

広
告
宣
伝
費
、
寄
付
金
、
給
与

(

役
員
賞
与
、
従
業
員
賞
与)

な

ど
に
な
る
も
の
と
の
区
分
を
設

け
て
い
る
の
で
す
。 

 

そ
の
費
用
が
交
際
費
に
な
る

の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
他
の
費

用
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
支
出
の
目
的
、
相
手
先
、

内
容
を
よ
く
吟
味
し
た
う
え
で

判
断
し
ま
す
。 

 

広
告
宣
伝
目
的
だ
か
ら
広
告

宣
伝
費
、
社
員
の
福
利
厚
生
目

的
だ
か
ら
福
利
厚
生
費
だ
と
安

易
に
決
め
つ
け
て
し
ま
う
の
は

危
険
で
す
。 

 
目
的
の
ほ
か
、
特
定
の
相
手

か
、
事
業
に
関
係
す
る
も
の
か

な
ど
支
出
の
相
手
先
に
よ
っ
て

も
、
交
際
費
に
該
当
す
る
、
し

な
い
が
分
か
れ
て
く
る
の
で
す
。 

 

内
部
統
制
の
観
点
か
ら
も
経

営
管
理
の
上
か
ら
も
交
際
費
に

関
す
る
内
部
規
定
を
整
備
し
て

お
く
こ
と
が
有
効
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

【
参
考
資
料
】
中
小
企
業
と
労

働
問
題
新
年
特
別
号
よ
り 

リ
ン
テ
ッ
ク 

新
社
長
に
服
部
真
氏
が 

 
 

リ
ン
テ
ッ
ク
は
、
一
月
十
六

日
に
開
か
れ
た
取
締
役
会
に
於

い
て
、
代
表
取
締
役
の
移
動
を

発
表
し
、
新
た
な
代
表
取
締
役

社
長
に
服
部
真
氏(

現
取
締
役

常
務
執
行
役
員)

の
四
月
一
日

付
の
就
任
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

移
動
の
理
由
と
し
て
は
、
新

た
な
経
営
体
制
に
よ
り
、
企
業

価
値
向
上
を
図
る
た
め
と
し
て

お
り
、
現
社
長
の
西
尾
弘
之
氏

は
特
別
顧
問
に
就
任
。 

 

服
部
真
新
社
長
の
略
歴 

氏
名
・
は
っ
と
り
・
ま
こ
と 

出
身
地
・
岩
手
県
一
関
市 

生

年
月
日
・
一
九
五
七
年
十
月
十

二
日 

学
歴
・
一
九
八
〇
年
三

月
日
本
大
学
法
学
部
卒
業 

職

歴
・
一
九
八
〇
年
四
月
不
二
紙

工
入
社 

二
〇
一
七
年
四
月
取

締
役
常
務
執
行
役
員
事
業
統
括

本
部
長 

                                 

ご
存
知
で
す
か
？ 

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
交
際
費
の
範
囲 



 
 

   

■
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
は 

ク

ラ

ウ

ド

フ

ァ

ン

デ

ィ

ン

グ

（c
r
o

w
d

fu
n

d
in

g

）
と
は
群
衆

（

c
r
o

w
d

）

と

資

金

調

達

（fu
n

d
in

g

）
を
組
み
合
わ
せ

た
造
語
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
し
て
自
分
の
活
動
や
夢
を

発
信
す
る
こ
と
で
、
想
い
に
共

感
し
た
人
や
活
動
を
応
援
し
た

い
と
思
っ
て
く
れ
る
人
か
ら
資

金
を
募
る
し
く
み
で
す
。
途
上

国
支
援
や
商
品
開
発
、
自
伝
本

の
制
作
な
ど
幅
広
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

■
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
歴
史 

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

い
う
言
葉
自
体
は
比
較
的
新
し

い
で
す
が
、
人
々
か
ら
資
金
を

募
り
、
何
か
を
実
現
さ
せ
る
と

い
う
手
法
自
体
は
古
く
か
ら
存

在
し
て
い
ま
し
た
。
寺
院
や
仏

像
な
ど
を
造
営
・
修
復
す
る
た

め
、
庶
民
か
ら
寄
付
を
求
め
る

「
勧
進
」
な
ど
が
そ
の
例
で
す
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴

い
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
米
国
で

先

駆

的

な

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

が

続
々
と 

   

開
設
さ
れ
市
場
が
拡
大
し
て
き

ま
し
た
。
代
表
的
な
サ
ー
ビ
ス

に

I
n

d
ie

g
o

g
o

や

K
ic

k
s
ta

r
te

r

等
が
あ
り
、
特

に
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は

資
金
集
め
の
方
法
と
し
て
一
般

的
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。 

日
本
で
は
、
二
〇
一
一
年
三
月

に

R
e

a
d

y
fo

r
が
日
本
で
初
め

て
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
サ
イ
ト
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
、
現
在
ま
で
複
数
の
サ

ー
ビ
ス
が
開
設
さ
れ
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
認
知
も

徐
々
に
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。  

 

■
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
種
類 

 

購
入
型 

 

実
行
者
が
で
き
る
こ
と 

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
、
体
験
や
権

利
な
ど
の
「
リ
タ
ー
ン
」
を
販

売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

個
人
、
企
業
、
任
意
団
体
な
ど
、

実
行
主
体
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。 

支
援
者
が
で
き
る
こ
と 

支
援
を
し
た
見
返
り
と
し
て
、

様
々
な
リ
タ
ー
ン
が
得
ら
れ
ま 

    

す
。
リ
タ
ー
ン
に
対
価
性
が
な

い
場
合
で
も
、
実
行
者
と
の
繋

が
り
が
生
ま
れ
た
り
、
様
々
な

支
援
体
験
が
得
ら
れ
ま
す
。 

 

寄
付
型 

実
行
者
が
で
き
る
こ
と 

寄

附

金

を

募

る

こ

と

が

で

き
ま
す
。
リ
タ
ー
ン
は
対
価
性

の
な
い
も
の
に
限
り
設
定
可
能

で
す
。
※R

e
a

d
y

fo
r

で
は
、
寄

附
に
よ
る
税
制
優
遇
が
適
用
さ

れ
る
団
体
や
法
人
に
利
用
が
限

ら
れ
ま
す
。 

支
援
者
が
で
き
る
こ
と 

対

価

性

の

あ

る

リ

タ

ー

ン

は
受
け
取
れ
ま
せ
ん
が
、
寄
附

に
よ
る
税
制
優
遇
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
※
必
ず
専
門
家
の
確
認

の
も
と
会
計
・
税
務
上
の
処
理

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

金
融
型 

 

実
行
者
が
で
き
る
こ
と 

株

式

発

行

や

フ

ァ

ン

ド

の

し
く
み
を
利
用
し
た
投
融
資
資

金
を
募
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

支
援
者
が
で
き
る
こ
と 

会

社

の

株

式

を

取

得

す

る

こ
と
で
将
来
の
値
上
が
り
が
期

待
で
き
た
り
、
配
当
や
フ
ァ
ン 

    

ド

の

運

用

益

の

分

配

を

受

け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

■
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
実
施
方
式 

A
ll o

r
 N

o
th

in
g

 

募
集
期
間
中
に
、
支
援
さ
れ

た
総
額
が
目
標
金
額
を
超
え
た

場
合
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
立

と
な
り
資
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
不
成
立
の
場
合
、

資
金
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き

ず
、
支
援
者
に
全
額
返
金
さ
れ

ま
す
。 

 

適
切
な
目
標
金
額
を
設
定
し
、

必
要
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
支
援
が

集
ま
り
や
す
い
方
式
で
す
。 

 
A

ll I
n

 

「A
ll-I

n

」
で
は
目
標
金
額

以
上
の
支
援
が
集
ま
っ
た
か
ど

う
か
に
関
わ
ら
ず
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
成
立
と
な
り
ま
す
。
目

標
金
額
に
達
し
な
か
っ
た
場
合

で
も
、
資
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
実
行
者
は
掲

載
時
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

を
確
約
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

  

                                 

ご
存
知
で
す
か
？ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
資
金
を
募
る
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
テ
ィ
ン
グ
」 



 

■
な
ぜ
、
ひ
ざ
に
水
が
溜
ま

る
の
か 

中
高
年
の
方
で
、
今
ま
で
あ

ま
り
痛
く
な
か
っ
た
膝
が
腫
れ

て
突
然
痛
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ゴ
ル
フ
に
行
っ
た
り
、

旅
行
に
行
っ
た
り
少
し
だ
け
普

段
と
違
っ
た
こ
と
を
し
た
後
か

ら
お
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、

さ
し
て
原
因
が
み
あ
た
ら
な
い 

                

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

■
変
形
性
膝
関
節
症 

多

く

は

変

形

性

膝

関

節

症

と
い
っ
て
軟
骨
が
変
性
（
老
化
）

す
る
事
に
よ
っ
て
炎
症
が
お
こ

り
痛
く
な
り
ま
す
。
炎
症
が
強

い
と
水
が
貯
ま
る
わ
け
で
、
風

邪
を
ひ
い
て
鼻
水
が
出
る
よ
う

な
も
の
、
よ
く
水
を
抜
く
と
癖

に
な
る
と
言
わ
れ
抜
く
こ
と
を

躊
躇
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す

が
、
あ
る
程
度
沢
山
水
が
貯
ま

る
と
痛
み
も
強
ま
り
、
脚
を
か

ば
い
続
け
る
た
め
に
益
々
筋
力

が
弱
ま
っ
て
骨
や
関
節
に
負
荷

が
か
か
る
と
い
う
悪
循
環
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
状
態

に
よ
っ
て
は
水
を
抜
く
こ
と
も

意
味
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

■
長
年
酷
使
し
た
結
果 

膝

の

関

節

の

中

に

は

関

節

の
表
面
を
ス
ベ
ス
ベ
に
覆
う
関

節
軟
骨
、
そ
の
間
の
隙
間
で
ク

ッ
シ
ョ
ン
の
役
を
す
る
半
月
板
、

４
本
の
靱
帯
な
ど
で
な
り
た
っ

て
い
ま
す
。
長
年
酷
使
し
て
き

た
軟
骨
に
些
細
な
負
荷
が
か
か

る
こ
と
が
き
っ
か
け
で
痛
く
な

る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
古

く
な
っ
た
漆
喰
の
白
壁
が
浮
い

て
き
て
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
た
と

こ
ろ
に
台
風
が
来
て
脱
落
す
る

よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
際
に
表

面
が
凸
凹
す
る
た
め
と
、
脱
落

し
た
軟
骨
片
が
中
を
泳
ぎ
ま
わ

っ
て
邪
魔
す
る
為
の
痛
み
が
お

こ
っ
て
き
ま
す
。 

 

一
方
、
半
月
板
も
長
年
使
え

ば
老
化
を
お
こ
し
て
き
ま
す
。

ひ
ど
く
な
る
と
一
部
が
ち
ぎ
れ

て
中
で
ひ
っ
か
か
り
な
ど
の
障

害
を
お
こ
し
ま
す
。
ま
る
で
ベ

ア
リ
ン
グ
の
中
に
砂
粒
が
入
っ

た
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
居
心

地
が
悪
い
ば
か
り
で
な
く
関
節

軟
骨
に
対
し
て
も
キ
ズ
を
つ
け

損
傷
を
惹
起
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

 
 

 

こ
の
よ
う
な
組
織
の
変
性
は

古
く
な
っ
た
服
の
布
地
の
ほ
つ

れ
と
同
じ
で
、
細
胞
間
の
ほ
つ

れ
で
す
か
ら
決
し
て
若
返
る
こ

と
も
若
返
ら
せ
る
こ
と
も
で
き

な
い
の
で
す
が
、
生
涯
の
う
ち

で
は
痛
み
が
強
い
時
期
が
あ
れ

ば
さ
ほ
ど
で
も
な
い
時
期
も
あ

り
ま
す
。
で
す
か
ら
我
々
の
施

す
こ
と
の
で
き
る
治
療
と
は
、 

（
１
）
症
状
が
悪
い
時
期
に
さ

し
か
か
っ
た
患
者
さ
ん
を
少
し

で
も
早
く
楽
な
状
態
に
も
っ
て

い
っ
て
あ
げ
る
こ
と
。 

（
２
）
症
状
の
軽
い
状
態
を
な

る
べ
く
永
く
維
持
し
て
あ
げ
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

■
最
悪
の
場
合
は
人
工
関
節 

膝

の

周

囲

の

筋

力

を

つ

け

て
（
正
し
い
体
操
）
、
歩
行
な
ど

の
負
荷
（
運
動
）
は
減
ら
し
ま

す
。
体
操
と
運
動
は
違
い
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
一
時

的
に
薬
を
の
ん
だ
り
、
関
節
の

中
に
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
な
ど
の
注

射
を
し
た
り
、
負
担
を
減
ら
す

よ
う
な
装
具
や
杖
な
ど
も
用
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ベ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
邪
魔
を
し

て
い
る
砂
粒
は
内
視
鏡
な
ど
で

早
く
取
り
除
い
て
あ
げ
る
こ
と

で
劇
的
に
症
状
が
改
善
し
軟
骨

障
害
も
予
防
で
き
ま
す
し
、
内

側
の
軟
骨
が
主
に
傷
ん
で
い
る

O

脚
の
膝
は
ま
す
ま
す
内
側
に

負
担
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
手

術
的
に
正
し
く
矯
正
し
て
外
側

の
ま
だ
残
さ
れ
た
軟
骨
を
有
効

利
用
す
る
こ
と
（
高
位
脛
骨
骨

切
り
術
）
、
ど
う
に
も
な
ら
な
く

悪
く
な
っ
た
関
節
は
人
工
関
節

に
置
換
し
て
生
涯
を
で
き
る
だ

け
有
意
義
な
も
の
に
す
る
こ
と
、

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
個
々
の
病

態
に
即
し
た
的
確
な
治
療
方
針

の
選
択
が
必
要
で
す
の
で
整
形

外
科
で
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。 

車

も

長

い

間

乗

っ

て

い

れ

ば
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
で
、
オ

イ
ル
漏
れ
や
、
部
品
の
交
換
が

必
要
に
な
り
ま
す
が
、
ま
し
て

人
間
の
体
で
す
か
ら
。 

《
引
用
資
料
》 

h
ttp

://w
w

w
.o

k
in

a
w

a
.m

e
d

.

o
r.jp

/ 

                                 

No162 健康がいちばん !    

なぜ、ひざに水が溜まるのか 

その多くは変形膝関節症から 

 

http://www.okinawa.med.or.jp/
http://www.okinawa.med.or.jp/


   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

リ
ン
テ
ッ
ク(

文
京
区
後
楽 

二
の
一
の
二)
は
、
こ
の
ほ
ど 

金
属
調
で
あ
り
な
が
ら
透
明
感

の
あ
る
特
殊
蒸
着
ラ
ベ
ル
素
材

を
一
月
二
九
日
か
ら
国
内
外
で 

販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

同
製
品
は
同
社
が
二
〇
一
六 

年
に
子
会
社
化
し
た
機
能
性
フ 

 
 

 
 

 
 

 
 

        
 

 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

       

   

ィ
ル
ム
メ
ー
カ
ー
の
Ｖ
Ｄ
Ｉ
社

(

米
国
・
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州)

が

持
つ
、
金
属
薄
膜
層
の
形
成
技

術
を
活
用
し
た
ハ
ー
フ
蒸
着
タ

イ
プ
の
ラ
ベ
ル
素
材
。
金
属
調

で
あ
り
な
が
ら
光
を
透
過
す
る

た
め
、
透
明
感
を
生
か
し
た
デ

ザ
イ
ン
が
可
能
な
ラ
ベ
ル
素 

                      

   

材
。 同

製

品

は

先

月

月

二

九

日

か
ら
三
十
一
日
ま
で
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
新

機
能
性
材
料
展
二
〇
二
〇
」
に

出
展
さ
れ
好
評
を
博
し
ま
し
た
。 

米

国

子

会

社

の

Ｖ

Ｄ

Ｉ

社

は
、
真
空
中
で
金
属
を
加
熱
・

蒸
発
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
フ
ィ

ル
ム
の
表
面
に
薄
膜
を
形
成
す

る
蒸
着
技
術
を
駆
使
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
特
殊
機
能
性
フ
ィ
ル

ム
の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

同

社

は

こ

の

技

術

を

活

用

し
、
従
来
の
蒸
着
ラ
ベ
ル
素
材

に
は
な
い
新
た
な
意
匠
性
を
実

現
す
る
ハ
ー
フ
蒸
着
タ
イ
プ
の

ラ
ベ
ル
素
材
を
開
発
、
今
回
の

国
内
外
で
販
売
と
な
っ
た
も
の

で
す
。 

 

金
属
調
で
あ
り
な
が
ら
光
を

透
過
す
る
た
め
、
透
明
感
を
生

か
し
た
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
が

可
能
。
透
明
の
容
器
な
ど
に
貼

っ
た
際
、
ラ
ベ
ル
越
し
に
中
身

を
確
認
す
る
こ
と
も
可
能
で
、

デ
ザ
イ
ン
の
幅
を
広
げ
ま
す
。 

 

今
回
発
売
す
る
特
殊
蒸
着
ラ

ベ
ル
素
材
は
、
ラ
ベ
ル
の
表
面 

   

基
材
の
厚
み
が
三
六
㎛
と
薄
い

た
め
、
汎
用
品(

五
〇
㎛)

に
比

べ
て
石
油
資
源
の
使
用
量
削
減

に
貢
献
し
ま
す
。
ま
た
、
粘
着

剤
は
溶
剤
を
使
用
し
な
い
環
境

配
慮
型
の
新
規
エ
マ
ル
シ
ョ
ン

タ
イ
プ
を
採
用
し
て
い
ま
す
。 

 

高
級
感
を
演
出
し
つ
つ
、
環

境
配
慮
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
高

付
加
価
値
ラ
ベ
ル
素
材
と
し
て
、

日
用
品
や
化
粧
品
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
商
品
の
表
示
ラ
ベ
ル

や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
・
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
ラ

ベ
ル
用
途
な
ど
に
お
使
い
い
た

だ
け
ま
す
。 

 

仕
様
は
次
の
通
り
。 

 

■
品
番
・
Ｈ
Ｍ
三
六
〇
二
Ｌ 

■
表
面
機
材
・
厚
み 

特
殊
ハ

ー
フ
蒸
着
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ

ル
ム(

三
六
㎛)

■
粘
着
剤
・
永

久
接
着
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
タ
イ
プ 

■
剝
離
紙
・
片
面
ポ
リ
ラ
ミ
グ

ラ
シ
ン
紙
片
面
ポ
リ
ラ
ミ
グ
ラ

シ
ン
紙 

 

■
主
な
用
途
・
日
用
品
・
化

粧
品
・
食
品
を
は
じ
め
と
す
る

各

種

商

品

の

表

示

ラ

ベ

ル

や

P
O

P
・
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
ラ
ベ
ル

な
ど 

 

                      

         

第
一
七
五
回 

「
リ 

ン 

テ 

ッ 

ク
」 

 
 

な 

る 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 

“透け感”のある特殊蒸着ラベル素材 

高級感演出しつつ、環境配慮ニーズにも 

  


